
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期

対象年次 科目区分 時間数

単位数 授業形態

教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合

試験・課題 0%

小テスト 0%

レポート 20%
成果発表

（口頭・実技）
50%

平常点 30%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回

アーリークロスからの攻撃 敵陣、デイフェンスラインとゴールキーパー間のスペース活用の理解と習得ができるようになります

アーリークロスからの守備 自陣、デイフェンスラインとゴールキーパー間のスペース分担と後ろ向きの守備習得ができるようになります

紅白戦 紅白戦ゲームにて第1回～第13回の戦術理解と習得による実践ができるようになります

まとめ 第14回までの戦術理解度の復習と実践 ・各回ゴールキーパーはセパレートトレーニングにて習得を深めます

フリーキックの守備の戦術 自陣ゴール前でのフリーキック戦術理解とチーム内戦術の習得、ゴールキーパーとの連携ができるようになります

ロングボールでの攻撃 敵陣背後へのスペースランニングとキッカーとのタイミングを習得できるようになります

ロングボールに対する守備 ボールへのﾁｬﾚﾝｼﾞとカバー、セカンドボールへの予測を習得できるようになります

中央攻撃ワンツーからの崩し ワンツー戦術の理解により中央突破攻撃の習得ができるようになります

中央攻撃3人目からの崩し ３人目のフリーランニングとタイミングの理解による攻撃習得ができるようになります

フリーキックの攻撃の戦術 相手ゴール前でのフリーキック戦術理解とチーム内戦術の習得ができるようになります

数的不利のカウンターの守備 数的優位者のパスコースを消しながらゴールキーパーと連携した守備の習得ができるようになります

コーナーキック攻撃の戦術 コーナーキック攻撃の戦術理解とチーム内戦術の習得ができるようになります

コーナーキック守備の戦術 コーナーキック守備の戦術理解とチーム内戦術の習得、ゴールキーパーとの連携ができるようになります

カウンターの守備 スペースを消しながらゴールキーパーと連携した守備の習得ができるようになります

評

価

方

法

備　　考

日々の振り返りノート記述によって評価します

実技レベルの向上度によって評価します

積極的な授業参加度、授業態度によって評価します

授業計画（１回～１５回）

授業内容 各回の到達目標

カウンターの攻撃 限られた時間で人数を確保し素早く攻撃を終了させる戦術眼の理解と習得ができるようになります

・遅刻、欠席の際、教員室へ電話連絡を授業前に入れ担当教員へその旨を伝えるます

・安全性の確保をします（学生自身の十分な体調管理、トレーニング環境の確認と設定）

・夏季は熱中症対策を強めます（各自水分補給を行うこと、回数の確保）

・授業時間数の4分の3以上出席しない者は評価対象外となり単位認定を認めません

日本サッカー協会公認指導教本など

担当教員情報

永山、丸山(マリノス)、八重樫、志佐 実務経験の有無・職種 有・サッカーコーチ

学習目的

　神奈川県社会人リーグで勝利するため、また、関東社会人リーグ昇格に向け必要とされる技術・戦術をM-T-Mメソッド(マッチ-トレーニング-マッチ)を

用いて継続的にトレーニングを行います。また、各個人の課題も明確にし改善、試合へと繋げ、個人もチームも高まるようなトレーニングを構築しま

す。

到達目標

　日々のトレーニングによるサッカースキルの獲得、それが実際の試合で発揮できるようになります。また、攻守においての戦術の理解度を上げてい

き、それに伴うチーム力や人間性、肉体的な向上も副次的に獲得できるようになります。

教育方法等

　人口芝グラウンドにて行います。個人にアプローチした個別・ポジション別トーレーニング、2名から9名以下のグループトレーニング、11

名のチームトレーニング、22名の紅白戦を交えて行う。また、攻撃では個人戦術、グループ戦術、ビルドアップ、ゲームメイク、中央から、

サイドからの崩し、カウンター。守備では個人戦術、グループ戦術、前線の守備、中盤の守備、ゴール前の守備、サイドの守備、カウンター

守備。そしてコーナーキックの攻守、フリーキック攻守などの戦術についても実技実践により学習理解を深めます。

2年次 必修 240時間

8単位 実技
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科目基礎情報

スポーツ健康学科三年制 サッカーコース 前期


